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<はしがき>
本報告書は､科学研究費補助金(B) (2) ｢呼吸リハビリテーション手技
の基礎的検証とその位置づけの確立｣ (平成1 7年度～1 9年度)の研究成果
をまとめたものである｡
呼吸リハビリテーション(呼吸リハ)は､少なくとも慢性閉塞性肺疾患
(copD)の管理においては､薬物療法と同等のレベルで取り扱われる確立され
た治療手段と発展してきている｡ 2001年にⅦ0などの主導で発表されたCOPDの
管理についてのガイドライン(GOLD)は､現在のCOPD治療の世界的な標準とな
ったが､その中では､呼吸リハは薬物治療と並列して扱われる治療手段であり､
その重要性を高ぐ評価された内容となっている｡現在､その認識を基本とした
わが国独自のガイドラインなども続々とこれに続いて発表されており､益々､
呼吸リハの罷織は高まっていくことが期待されている｡
･わが国の現状では､心臓リハビリテーションが独自の項目で保険診療が認め
られているのに対し､呼吸リハはようやく平成16年になって一般のリハビリテ
ーションとしての算定を認められた段階であることに象徴されるように､まだ
まだ｢市民権｣を得た治療とはなっていない｡呼吸リハが一般に受容されない､
あるいはなかなか浸透しない理由の一つは､呼吸リハがしばしば｢職人的｣で
あり､経験的知識に頼ったもののような印象があり､またそのようなことが実
際に多かったせいか､基礎的な研究が少なく､客観性のあるエビデンスを欠い
ていることが挙げられる｡広く普及している口すぼめ呼吸､腹式呼吸などの基
本的呼吸訓練､あるいは､わが国の理学療法士を中心に行われている用手的な
呼吸介助や胸郭-のアプローチなどの基本的な手技にさえ､実際に調べてみる
と驚くべきことにほとんど科学的根拠となる基礎的かつ客観的な研究成果は見
当たらなかった｡呼吸リハの基本的アイテムについて原理と臨床効果に関し､
基礎的なエビデンスを固めていくことは非常に重要な作業であると考える｡
我々は､既に平成15年及び16年に科研費を得て､この作業を開始した｡す
でに口すぼめ呼吸､胸郭に対する用手的なアプローチなどで成果をあげ､発展
的に研究をすすめている｡今回の研究では､基礎的な検証作業とともに､明ら
かにした結果をもとに呼吸リハの体系を見直し､基本的アイテムの全体の中の
位置づけを確立することを到達点とする｡
本研究に際してご協力を賜った関係各位に深甚なる謝意を表するものである｡
平成20年3月
研究代表者　　黒　滞
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研究成果
1.口すぼめ呼吸の効果
1)換気力学的評価
インパルスオシレーションシステムによってCOPD患者の気道系の弾性特性を検討した｡
これまでのIOSを用いたデータは､吸気相と呼気相はすべて平均された値であったのに対
し､新しく呼気相と吸気相を分けて解析する方法を開発し､ COPDでは呼気時に粘性抵抗成
分が上昇しリアクタンス成分がマイナス側に大きく偏位することが確認できた｡
この方法を利用し､口すぼめ時の呼吸抵抗､および気道系の弾性特性などについて検討
を加えた｡インピーダンスの周波数依存性はCOPDで顕著に見られ､口すぼめ呼吸でそれは
緩和された｡健常者でも口すぼめ呼吸での換気力学的な優位な変化がみられ､オシレーシ
ョン法で確かめたCOPD患者での効果が健常者にもみられることを確かめた｡ COPD患者でも
口すぼめ呼吸が奏功しやすいタイプが安静換気のIOSによって特徴づけられることがわか
った｡
インパルスが出た呼吸相をソーティングすることにより､それらのデータのみを選別し
てフーリエ変換し､外部のコンピューターで解析を行う方法を開発した｡さらに､また､
呼吸の1サイクルを8分割し､各周波数での抵抗成分とリアクタンス成分について呼吸相
の中での変動を観察し､健常人よりもCOPDで呼吸相中の粘性抵抗とリアクタンス成分の変
動が大きいことを明らかにした｡
口すぼめ呼吸のIOSを用いた換気力学的解析を行う過程で､計測上の技術的問題が明ら
かとなった｡現有設備で保有しているIOS装置を発展的に改良した装置を考案､新装置を
作成した(特許を申請中) ｡
口すぼめ時の口腔内圧を実測し､呼気中の効果を発揮する気道内圧の大きさを推定する
作業をCOPD患者で行い､ COPD患者では3-4cmH20程度の陽圧がかかっている所見が得られ
た｡
2)精神面-の効果
自覚症状を定時的にモニターしながら､口すぼめ呼吸を15分間にわたって続けてもらい､
その間の脳波を周波数解析した｡ α波は簡単に見分けることができたが､口すぼめ呼吸に
ょって眠気が出て覚醒度が下がる問題点が出た｡口すぼめ呼吸でアルファ波の周波数偏移
があり､心拍数が有意に減少していた｡これらは口すぼめ呼吸による呼吸困難改善効果､
パニックコントロールの機序と関連する可能性がある｡脳波を仔細に検討するとアルファ
波以外にも変化している周波数帯があり､さらに解析が必要と思われた｡
3)口すぼめ時の鼻咽頭閉鎖機序
口すぼめ時の鼻咽頭閉鎖機序については､健常者において､実際に口すぼめ呼吸で閉鎖
が起きるのかを内視鏡(現有設備)で実際に観察して確かめた｡
2.胸郭可動域の改善を目指す手技
1 )胸郭可動域の改善を目指す手技の効果の時間経過
copDにおいて用手的な理学療法を行い､その肺気量減少効果の持続が平均で少なくとも
3時間程度であることを確かめられた｡ただし､持続時間には個人差が大きく､どのよう
な人に効果があるのかを今後は検討することが重要と思われた｡
2)呼吸筋酸素消費量に関する効果
呼吸筋酸素消費量は呼吸介助後に減少することがわかった｡死腔負荷装置による換気反
応では､用手的呼吸理学療法が耐容時間を有意に延長する効果を得た0
3)呼吸筋ストレッチ体操
呼吸体操については､ ｢仙台市呼吸リハビリ体操｣および､後に､その改良版を作成し､
一般に公開して､特に仙台市民に対して教室を行うなどを通して親しんでもらっているo
呼吸困難緩和効果については､この体操が最も進んでいる仙台市とタイアップした呼吸器
リハビリ教室などで検証されなくてはならない｡
4)吸気抵抗連続負荷装置
吸気抵抗連続負荷装置を作成した｡ COPD患者における吸気抵抗負荷換気応答について研
究を行い､この換気応答が呼吸パターンの応答であることを明らかとし､呼吸理学療法時
の呼吸パターン指導が呼吸困難緩和につながる根拠を明らかとした｡
3.運動療法における至適酸素投与量
呼吸筋である横隔膜での組織酸素飽和度測定を試みたが､非常に困難であったので､当
初から考えていた呼吸補助筋である胸鎖乳突筋での測定でこれを代替することとし､胸鎖
乳突筋での測定での組織酸素飽和度(sto2)の測定を試み､測定系を確立したoその上で､
copD患者と健常人で努力吸気による胸鎖乳突筋の持続筋収縮をさせた際､ cOPD患者でのみ
st02は低下し､この低下は酸素投与で打ち消すことができることを明らかにしたo
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